ノーベル賞「南部陽一郎氏の横顔(有徳の偉人)」　片山徳夫
彼は早く米国へ行ったので日本ではあまり知られていませんが、私は昔からの友人なのでご紹介します。

彼は福井中学の一年下で終始トップで有名だった。昭和１５年に東大理学部物理学科に、私も工学部機械工学科に入学、文京区大曲の丘にあった福井県の寮の八畳部屋に机を並べて寝食を共にした。
天気の良い日には伝通院の坂を下り、西片町の坂を上がって東大の正門前に出る道を通学した。ここは夏目漱石の小説の舞台で我々は『三四郎』になったような気がした。
この年は神武天皇から数えて皇紀2600年で、各地で祝典や提灯行列が行われて日本が最も輝いた年である。然し翌年末には大東亜戦争が起り昭和１７年９月には繰り上げ卒業となった。

卒業式には始めて東條英機首相が出席され『銃を執り醜の御楯となる者も、専門の立場に挺身する者も君恩に報い国に殉ぜよ』という名演説があって万感の思いがした。

文科系の人は戦場に出征し、理科系は国内で軍需産業に従事した。彼は陸軍のレーダーの研究所ですごし、私は三菱重工業名古屋航空機製作所で飛行機の設計に従事した。間もなく都市は爆撃で廃墟となり、昭和20年に終戦となった。正に「天国から地獄」今の人には想像出来ない激動の時代である。
戦後彼は大阪市立大学に移り、理論物理の研究に没頭、食料も無くひどい環境だったが、素粒子の新理論を提唱して認められ朝永振一郎博士から、米国行きを勧められて、プリンストン高等研究所に行った。所長は原爆を開発したオッペンハイマー博士で、その罪滅ぼしに日本の技術者がアメリカで研究できるように尽力していた。ここの立派な設備に日本とは「天と地の差」を感じた。アインシュタイン博士をはじめ多くの学者に揉まれて成果を挙げシカゴ大学の教授となった。
私は三菱でスクータ、シルバーピジョンを担当して、国内でトップシェアに育てた。米国に輸出したところが高速走行のクレームが発生した。スクータのVベルト式自動変速機はギヤチェンジが無いので誰でもすぐに乗れて便利だが、遠心力を利用するので高速では故障を起こすことがある。
設計課長の私は全権を委任されてサービスマンと二人でこの調査と対策交渉に昭和34年(1959)米国に出張した。憧れの米国へ行ける喜びの半面、戦争の影響、人種差別や又始めての外国で心細かった。シカゴの南部君に連絡したので、先方の社長等と共に彼に迎えられて非常に嬉しかった。相手もシカゴ大学の教授の親友ということで信頼してくれた。
そして困難な交渉もスムーズに進んだ。

彼はシカゴ中を案内してくれたし、又家にも招待された。
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　三菱のスクータのカタログ

南部夫妻邸で(1959,11,8) 中央が筆者

その時奥様から『日本は本当に良くなるでしょうか』と質問された。私は国民が一致して復興に努力しているので『必ず良くなります』と答えた覚えがある。
その後1968年に渡米した時にも会った。
２００２年に、彼が名古屋大学の学会に来て講演した。その時、久しぶりに夕食を共にして旧交を温めた。昔と変わりなく大人の悠揚たる風格に感心した
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名古屋で(2002,12,12)
彼は何かにつれて非常に親切で、米国を訪れた学者は小柴昌俊さんをはじめ皆世話になり、世界中から尊敬されている。
外国の学者は時に軽率な言動もあるが、彼は『物静かで礼儀正しく常に一見識ある態度であり、控えめで思慮深く伝統的な日本人の性格を備えた人物』と評されている。これは「教育勅語」とおりのバックボーンの通った模範的日本人が米国で一回り大きな世界人になったのである。

彼は論語の『学而不思即罔、思而不学則殆』(学びて思はざればくらし、思いて学ばざればあやうし)を信条としている。(思うは自分で深く考えるの意)

論語に『徳不孤必有鄰』とあるが彼こそ正に、『有徳の偉人』と思う

理論物理学の先駆者として世界中に活躍

シカゴ大学名誉教授の彼は何をしているのかと尋ねたら、毎日内外から送られる多くの論文を読んでいるとのことで、著書等を送ってきた。日本物理学会誌(Vol.57.No.1 2002)の彼の研究回顧を見ると、世界的に広く研究し、活躍している第一人者と分かる。
彼は常に物事の本質を見抜き「超ひも理論」などいつも時代を遥かに先んじた飛躍的理論を発表した先駆者で、世に認められるまで何年もかかったこともある。これから物理学がどうなるかを知りたければ｢南部の理論を読め｣とも言われた。常に理論物理学の中心を進み世界をリードした第一人者で、多くの学者がそれを実験で確認してきたのである。

彼は質量の無い陽子や中性子に質量が生まれる仕組みや、超伝導などさまざまな物理現象に共通する『自発的対称性の破れの発見』をはじめ、物理学の発展に大きく貢献して受賞したのである。
最近まで彼はしばしば外国に出かけて世界的に活躍できたのは、米国へ行って天国のような豊かさに恵まれ、多くの優れた学者に囲まれて研鑽し、又米国籍を得で何かと便利で、その点米国のお陰と感謝している。
物理学では総てのことを数学で表わし、それが実際と一致しなければならない。古くはニュートンに始まりアインシュタインによる天文、宇宙の理論がある。それによってあらゆる運動が計算できるようになった。

一方で物を小さく砕いてゆくと分子、原子、電子、原子核からクオークにいたる極微なものになり、素粒子論がある。原子核を壊すと原子爆弾の莫大なエネルギが出ることがある。

これから考えると宇宙の創造との関連を連想する。
宇宙の万物はすべて一定の原理どおりに存在し、動いている。

将来はこの極微から極大までを統一する理論ができないかとの研究に進みつつあるとの印象を受ける。
（筆者は元三菱自動車工業技師長）

　片山徳夫(かたやまのりお)の略歴

1919 大正8年　福井市に生まれる

福井中学、第四高等学校、東京帝国大学工学部機械工学科卒(昭和17年9月卒) 三菱重工業KK　入社

　航空機、スクータ、自動車の設計、研究、技術管理に従事する

三菱自動車工業KK　本社技師長

三菱自動車整備専門学校校長

岡崎三菱自動車教育センター副社長を歴任　
　　[image: image3.jpg]



。
